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クラレグループのDNAと 
培ってきた強み

事業活動を通じた社会的課題の解決・経済発展への貢献

1926 ～1980 ～1990

1926年、クラレは化学繊維レーヨンの事業化を目的に岡山県倉敷市で設立されました。
創業者・大原孫三郎と第二代社長・大原總一郎は、技術革新による事業の発展に努める一方、環境問題への対応 

といった企業の社会的責任を重視し、事業活動を通じた社会的課題の解決に注力してきました。
戦後間もない1950年、大原總一郎は原料樹脂のポバールから合成繊維ビニロンを一貫して 

製造する技術を確立しました。このビニロンの事業化は、一企業の利益のためだけではなく日本の繊維産業を 

復興するものであり、「高品質で安定した収益をもたらす製品づくりには、輸入に頼らず、原料から一貫して 

自社生産しなければならない」という経営者の不退転の決意のもと成し遂げられました。
CSR（企業の社会的責任）いう言葉がなかった時代に、経営者たちが持っていた先駆的な精神は、 
クラレグループのDNAとして今日においても受け継がれています。

社会から得た財はすべて社会に返す

企業が得るべき利潤は技術革新による利潤、社会的、 
国民経済的貢献に対する対価としての利潤に限る

企業の社会的責任を重視し、大原社会問題研究所、労働環境の改善・改革に取り組む倉
敷労働科学研究所（現・大原記念労働科学研究所）、倉紡中央病院（現・倉敷中央病院）な
どを設立。地域の医療・福祉や教育・文化、人々の生活水準の向上に貢献しました。

公害という言葉がまだ珍しかった時代にいち早く企業の排出責任に言及したほか、1950

年には独自技術による国産初の合成繊維ビニロンを世界に先駆けて事業化しました。その
後も、天然皮革に代わる世界初の人工皮革〈クラリーノ〉を開発・事業化するなど、事業活
動を通じた社会的課題の解決と経済発展に貢献しました。

レーヨンの事業化を 
目指して創立

ビニロンと新事業の創出
1950年に国産初の合成繊維ビニロン
を世界で初めて事業化したのを皮切
りに、ポバール樹脂、人工皮革〈ク
ラリーノ〉、ポリエステル、EVOH樹脂
〈エバール〉やイソプレンなど新規事
業を相次いで立ち上げました。

合成繊維の高機能化
事業の多角化を推進し、合成繊維
では衣料用だけでなく、ビニロンや
〈ベクトラン〉などの機能性を生か
し産業資材を中心に事業領域を拡大
しました。

初代社長 

大原孫三郎

第二代社長 

大原總一郎
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ؠٚ ءٜٝ նגױׅ┕ה哅玮◄םյ丗չの⩝껮氳״ⲃמ䄫㕙ꝧ䦌כ䤗软ꝧ氦ןױגך╈յその塷⺒のעو٭
ր世の״ג☔の״גյ他☔（כץ）のכ׆ַםցמ⽜✳ַֹכ㓹יַטյ舅のⰨ䙫כⲃⱱמ
䤗软氳鐐갭⩡僜յ榟גױ斻Ⱘ䓪の냕ַ邮⿁ע炘⚡מ❫⡁䬠❠յ世界╈ך䇶 孨ׂ榫ױַיն

世界シェアNo.1の製品

ؼلն⺬䡗笉禴גױ׀י⭳ײ榟⿁邮גז־םמ╈յ世のך斻舅の䤗软ⱱעٝٚؠ
ٞ٤の世界⮣の◄哅מ㡎ױյ٤ٞؼلの⸉乢嘻耏ٜ٭فֵَךյ尓俘ؕٝوتؔظ
نٜؔ٭ف㰢榫َ⩞ַם־埝מ ّٜյ냕ַفت؝ アٛ䓪䧏חEVOH嘻耏ռؙٜ٭فսյ
世界ず┉の⺬䡗嫎ؕ־٤ٝوخ榟ِٜآױ邮⿁紮לם◄哅նגױ㛾抅汷ꪵ
の啶鵰⫋杯ג☔䄄汷ꪵռؿ٭ٛٚؠսյꪫ٭ػتؒنռُو٭طؠشةսלםյ攐Ꝏֵ
㛡ׂの邮⿁㷣ꝧױַיն斻Ⱘ氳ם䤗软־榟גױ世界シェアNo.1邮⿁の㚞┕냕
նױַי鷼מの59%⛮⪑و٭ٜءյע

独創的な技術が生み出す世界シェアNo.1製品※1
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ポバール樹脂

〈エバール〉
EVOH嘻耏

〈ジェネスタ〉
縨掂䓪َٛア 嘻耏غِ

光学用ポバール
フィルム

活性炭

ビニロン／
〈クラロンK-Ⅱ〉
PVOH笉禴

水溶性ポバール
フィルム

イソプレン
ケミカル

〈ベクトラン〉
냕䍚ⱱَٛアٛٝ ع٭
笉禴

「社会・環境価値」「経済的価値」
を重視した事業ポートフォリオへ
ր炘⚡٬梪㗞❫⡁ցր磬岷氳❫⡁ցの2
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M&Aを通じたビニルアセテート
関連事業の拡大
2001年♓յٜؼلアع٭طج꞊鵽
◄哅יַֽמ宾㛙M&A鵟رי
عٛت٤ؗ 哅釨嘗の◄צ㷣ꝧֽّ٭
䦡㛻䫟鶟յ◄哅َ؛ؚٛنع٭
䍚גױն

化学品・樹脂事業の
海外展開
㰢⿁٬嘻耏◄哅עך냕ַ䄫㕙シェ
ア羜俌מ宾㛙ך鞄㚞ֿ㘃ⱶյ杯㏐
նגױ啶疣⯆⛮の榟榤ך
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